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Â 注意事項

ï本書に含まれている情報は、正式なIBMのテストを受けていません。また、明記にしろ、暗黙的にしろ、何らの保証もなしに配布され
るものです。この情報の使用またはこれらの技術の実施は、いずれも、使用先の責任において行われるべきものであり、それらを評価し、
実際に使用する環境に統合する使用先の判断に依存しています。それぞれの項目は、ある特定の状態において正確であることが
IBMによって調べられていますが、他のところで同じまたは同様の結果が得られる保証はありません。これらの技術を自身の環境に適
用することを試みる使用先は、自己の責任において行う必要があります。
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OMEGAMON XE for IMSとは

IMSシステムのリアルタイム監視・分析、履歴情報の蓄積を可能にする製品

リアルタイム監視・分析(リアルタイム) 
・IMS処理パフォーマンス監視、障害監視、トランザクション処理における問題解析、 IMS資源監視をリアルタイムに行うことが可能

履歴情報の蓄積(ヒストリカル) 
・上記の各種情報をデータセットに蓄積し、レポーティングを行うことが可能

IMS制御領域

MPP/BMP/IFP

DBRC

DLISAS

IRLM

IMS
OMEGAMON XE for IMS

履歴情報

リアルタイム

ヒストリカル

監視原因特定対応

蓄積レポート分析

OMEGAMON II

TEMS***

TEMA**

TEMA**:Tivoli Enterprise Management Agent
TEMS**:Tivoli Enterprise Management Server

リアルタイムコレクター
ヒストリカルコレクター
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OMEGAMON XE for IMSとは(Note)
Â IMS運用管理の問題点

ïIMSシステムにおけるパフォーマンストラブルが検知された場合、即時の原因特定や対応が可能なケースは多くありません。SLDSやモ
ニターログを入力にしたバッチユーティリティーによる解析を行う方法がありますが、これはあくまで事後解析であり、重要トランザクション
のレスポンス等のリアルタイムなサービス管理は困難です。IMSのパフォーマンスデータを分析するユーティリティーには下記のものがあり
ます。

Å FPログ分析ユーティリティー(DBFULTA0)
Å ログ・トランザクション分析ユーティリティー(DFSILTA0)
Å統計分析ユーティリティー(DFSISTS0)
Å IMSモニター(DFSUTR20)
Å DM Tools for IMS：IMS Performance Analyzer

ïまた、より詳細な情報を得られるIMSモニター分析では、IMSコマンド発行によるモニターログ取得が必要です。

Â OMEGAMON XE for IMSとは
ïTivoli OMEGAMON XEファミリーのメインフレーム系製品は、z/OSとその上で稼動するミドルウェアのパフォーマンスを監視/管理する
製品です。 IMS処理パフォーマンス情報、障害／エラー、トランザクション処理におけるボトルネック、 IMS資源状況を詳細かつリアル
タイムに監視することが可能になります。また、これらの情報を履歴としてデータセットに蓄積し分析することも可能です。

Â OMEGAMON XE for IMSにおけるリアルタイム監視
ïOMEGAMON XE for IMSは、パフォーマンス性能監視、障害や例外事象の監視や、パフォーマンス悪化の問題解析に必要な情
報、資源情報の提供を行います。

Â 各種情報に関する履歴情報の収集

ïIMS関連の各種情報の履歴情報を専用のファイルに収集します。また、履歴ファイルからのレポーティング機能を提供します。
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OMEGAMON XE for IMS監視インターフェース

基本機能を提供するリージョンと各種監視画面を提供するリージョン

OMEGAMON II、TEMA、TEMS
・OMEGAMON IIはCUA画面を、TEMAとTEMSはポータル画面を提供

z/OS環境

IMS制御領域

MPP/BMP/IFP

DBRC

DLISAS

IRLM

IMS
OMEGAMON XE for IMS

OMEGAMON II

リアルタイムコレクター
ヒストリカルコレクター

TEMS***

Classic画面

CUA画面

ポータル画面(TEP)
(IE：Internet Explorer)

EDS*

リアルタイムな
情報収集や対応

が可能

TEMA**

EDS*:EPILOG Data Set
TEMA**:Tivoli Enterprise Management Agent
TEMS***:Tivoli Enterprise Management Server

リアルタイムコレクター

・リアルタイムな情報収集と履歴情報蓄積を行う。Classic画面を提供
・監視対象トランザクションのグルーピング、警告の閾値設定など各種カスタマイズ機能、MVS／IMSコマンド処理機能

分散環境(Windows,etc.)

TEPS****

TEPS****:
Tivoli Enterprise Portal Server
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OMEGAMON XE for IMS監視インターフェース(Note)
Â OMEGAMON XE for IMS製品構成

ïOMEGAMON製品は、インターフェースとして3270端末(Classic画面、CUA：Common User Access)とポータル(TEP：Tivoli 
Enterprise Portal)といわれるクライアント端末を提供しており、お客様の環境に合わせた柔軟な監視/管理環境の構築が可能です。
これらの監視画面でリアルタイム情報を表示させることが可能です。ヒストリカル情報のレポーティングを行うバッチユーティリティーも提供
されています。

Â リアルタイムコレクター
ïOMEGAMONメインリージョンであるリアルタイムコレクターでは、下記のタスクが稼動しています。このリージョンはClassic画面を提供
します。

Å RTA(Real Time Analysis)：トランザクション処理、資源情報、例外事象の検知などを行いリアルタイムに監視します。
Å DEXAN：パフォーマンス悪化の原因解析に必要な情報を収集します。
Å ヒストリカルコレクター(EPILOG)：OMEGAMONの各種情報を一定間隔でEDS(EPILOG Data Set(VSAM))に記録します。
Å その他にも、監視対象トランザクションのグルーピングや、警告の閾値設定などの各種カスタマイズ機能、ロギング機能を提供して
います。 各監視画面からこのリージョンを経由してMVS／IMSコマンドを発行することも可能です。

Â OMEGAMON II
ïリアルタイム監視においてグラフィカルな監視が可能となるCUA画面を提供するリージョンです。

Â TEMA(Tivoli Enterprise Monitoring Agent)
ïデータ収集、警告の判定、コマンドの発行やヒストリカルデータの収集を行い、TEMSに情報を送るリージョンです。リアルタイムコレク
ターとクロスメモリー通信を行います。

Â TEMS(Tivoli Enterprise Management Server)
ïポータル画面を提供するリージョンです。Agent(TEMA)からデータの集約、分散環境とのインターフェースの機能を果たします。同一

z/OSまたは他z/OS上のTEMAとSNAやTCPIPを使用した通信を行うことが可能です。
Â TEPS(Tivoli Enterprise Portal Server)

ïWindows/Unixなどの分散環境で稼動するサーバーです。TEMSからの情報をクライアントに提供し、情報蓄積も行います。
Â TEP(Tivoli Enterprise Portal)

ïブラウザー(IE)での監視画面を提供します。詳細データの表示、レポート、警告検知条件の設定などが可能です。
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監視インターフェース：Classic画面

・Classic画面にログオンした
直後の初期画面です。

・各メニュー内項目から、さら
に詳細な監視項目メニュー
選択画面に移動します。
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監視インターフェース：Classic画面(Note)
Â EXCEPTIONS 

ï IMSシステム全体の例外事象の発生状況を監視します。OMEGAMON例外メッセージがここに表示されます。例外事象は別冊の参考資料をご参照ください。
Â RESPONSE TIME

ïRTA(Response Time Analysis)機能により、トランザクションのレスポンスタイム情報が提供されます。
Â BOTTLENECKS

ïDEXAN機能により、トランザクション・レスポンスタイムの遅延原因(ボトルネック)の解析に必要な情報が提供されます。
Â MONITOR

ï IMS再始動時刻、メッセージENQ／DEQレート、各リージョンの16MB上下使用状況、オンラインチェンジ資源状況、TCOなどのIMSシステム情報を提供しま
す。

Â WORKLOAD
ïPSB情報(スケジュール状況、トレースON/OFF、LANG=など)、DMB情報(OPEN/ALLOC状況など)、トランザクション、従属領域、クラス情報を提供します。

Â LINES
ïLTERM、NODE、LINE情報(ステータスやデバイス情報など)を提供します。

Â ALL POOLS
ïRECA(REC ANY)、SAP(Save Area Prefix)、QBUF、EMHBなどのCommunication系POOL、VSAM／OSAM／DBFXなどのDB関連POOL、

DPSB、PSBP、PSBWなどのスケジューリング関連のPOOLのサイズ、使用率、フラグメンテーション状況などの情報を提供します。
Â COMPONENTS

ïテープ、端末などのデバイス情報、OLDS/WADSなどのロギング情報、CSA/ECSA使用状況などのStorage情報、制御ブロックのDUMPイメージ、IMSシステ
ムデータセットのEXCPレートなどの情報を提供します。

Â FAST PATH
ïFPリージョン／トランザクション情報、MSDB／DEDB／VSO情報、BALG情報など、FPに関する情報を提供します。

Â OTHER SYSTEMS
ïサブシステム接続を行っているDB2やMQに関する情報、XRFに関する情報を提供します。

Â TOOLS
ïオペレータは、このインターフェースを使用し、IMS資源に対しIMSコマンドを発行することが可能です。

Â PROFILE 
ïOMEGAMONがExceptionメッセージを発行する閾値などを設定します。
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監視インターフェース：CUA画面

・CUA画面にログオンした直
後の初期画面です。

・各メニュー内項目から、さら
に詳細な監視項目メニュー
選択画面に移動します。

・「Response Times」では
グループ化されたIMSトランザ
クションの平均処理時間を
提供します。

・「Status」では各種IMS資
源のステータス情報を提供し
ます。

・Operator Assistでは各
IMS資源に対してIMSコマン
ドを発行します。

・「Alerts」では各種IMS資
源の警告情報を提供します。




